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防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

会
長 

熱
海 

五
郎 

 

８
月
５
日
（
金
）
と
６
日
（
土
）
の
２
日
間
、
大

代
地
区
公
民
館
に
１
泊
を
し
て
防
災
に
関
す
る
学
習

体
験
を
行
う
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

対
象
は
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
で
22

名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
こ
の
他
に
、
多
賀
城

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
多
賀
城
高
校
、
大
代

地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
大
代
地
区
防
災
対
策
協
議

会
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
子
ど
も
達
か
ら
は
「
防
災
の
事
も
分
か

っ
た
し
、
友
達
に
な
れ
た
人
も
い
た
の
で
楽
し
か
っ

た
」、「
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
た
く
さ
ん

遊
べ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
い
た

だ
き
、
協
力
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
子
ど
も
達
と

実
際
に
触
れ
合
え
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
生
か
し
た
い
」、「
子

ど
も
達
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
た
姿
が
印
象
的
だ
っ

た
。
よ
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
感
謝
で
す
」
と
、

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
多
賀

城
高
校
の
生
徒
さ
ん
も
最
初
は
小
学
生
と
の
接
し
方

に
と
ま
ど
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
最
後
は
仲
良
く
活

動
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

今
回
は
、
体
調
を
崩
す
子
も
無
く
、
無
事
計
画
ど

お
り
の
内
容
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企 

 

 

画
す
る
側
と
し
て
も
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
滞

り
な
く
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
次
回
へ
の
自
信
に
も

な
り
ま
す
し
、
出
て
き
た
反
省
点
な
ど
も
十
分
考
慮

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

キ
ャ
ン
プ
の
最
後
は
、
講
師
を
招
い
て
、
多
賀
城

高
校
の
生
徒
さ
ん
と
各
班
に
分
か
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
、
防
災
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
作
品
は
、
大
代
地
区
公
民
館
入
口
に
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 

参

加

料
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夏
休
の
思
い
出 

○
工
場
見
学
の
こ
と 

大
代
西
区 

佐
藤 

大
和 

 

ぼ
く
は
、
工
場
見
学
の
前
の
日
の
夜
に
、
と
っ

て
も
う
き
う
き
し
な
が
ら
寝
ま
し
た
。
で
も
、
気

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
夜
に
何
回
も
起
き
て
し
ま

し
ま
し
た
。
で
も
、
次
の
日
に
朝
早
く
起
き
て
準

備
を
し
て
、
公
民
館
に
一
番
早
く
来
ま
し
た
。 

受
付
を
し
て
お
茶
を
も
ら
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
た
っ
て
バ
ス
が
来
て
、
ぼ
く
は
バ
ス
の
一
番
後

ろ
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
し
て
20
分
く
ら
い
で
着

き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
工
場
の
人
の
話
を
聞
い
て
い

っ
ぱ
い
メ
モ
を
し
ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
を
勉

強
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
今
度
も
勉

強
し
た
い
で
す
。 

 

大
代
西
区 

佐
藤 

愛
梨 

 

わ
た
し
は
、
工
場
見
学
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
し

て
バ
ス
で
発
電
所
に
行
っ
て
か
ら
、
さ
い
し
ょ
に

中
に
入
っ
て
色
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
２
班
に
分
か
れ
て
工
場
見
学
を
し
に
行
き

ま
し
た
。 

 

さ
い
し
ょ
に
一
階
で
色
々
な
こ
と
を
学
ん
で

か
ら
４
階
に
行
き
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗

る
時
に
、
13
人
が
乗
っ
た
の
で
せ
ま
か
っ
た
で

し
た
。
で
も
工
場
見
学
に
行
っ
て
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
行
き
た
い
で
す
。 

○
公
民
館
の
書
道
教
室 大

代
南
区 

郷
家 

彩
織 

 

わ
た
し
は
、
夏
休
み
の
間
に
、
大
代
公
民
館
の

書
道
教
室
に
行
き
ま
し
た
。
今
年
行
っ
た
理
由

は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
去
年
は
う
ま

く
書
け
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
２
つ
目
は
、
４
年

生
か
ら
学
校
で
習
字
が
始
ま
っ
て
１
年
経
つ
か

ら
自
分
が
ど
れ
く
ら
い
う
ま
く
な
っ
た
か
確
か

め
た
い
か
ら
で
す
。 

習
字
が
始
ま
っ
て
10
分
く
ら
い
で
い
い
作
品

が
で
き
ま
し
た
。
前
は
、
す
ぐ
う
ま
く
書
け
な
か

っ
た
か
ら
、
す
ぐ
に
か
け
た
時
は
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
の
字
は
、
す
ご
く
自
信
が
あ
る

の
で
楽
し
み
で
す
。 

 
大
代
各
区
の
敬
老
会
の
お
知
ら
せ 

 

大
代
五
区
の
敬
老
会
を
左
記
の
と
お
り
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

記 

大
代
東
区
（
会 

場 
小
野
屋
ホ
テ
ル
） 

 

日 

時 

９
月
17
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で 

大
代
中
区
（
会 

場 

小
野
屋
ホ
テ
ル
） 

 

日 

時 

９
月
19
日
（
月
・
祝
） 

 
 
 
 
 

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で 

 
大
代
西
区
（
会 

場 

小
野
屋
ホ
テ
ル
） 

 

日 

時 

９
月
18
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で 

大
代
南
区
（
会 

場 

小
野
屋
ホ
テ
ル
） 

 

日 

時 

９
月
17
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で 

大
代
北
区
（
会 

場 

大
代
北
区
集
会
場
） 

 

日 

時 

９
月
11
日
（
日
） 

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で 

 

高
齢
者
に
対
す
る 

交
通
安
全
教
室
の
お
知
ら
せ 

塩
釜
地
区
交
通
安
全
協
会
多
賀
城
東
部
支
部 

支
部
長 

伊
藤 

勇 

 

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋

の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
特
に
高
齢

者
の
交
通
事
故
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

交
通
安
全
協
会
東
部
支
部
で
は
、
交
通
事
故
減

少
を
計
る
べ
く
、
左
記
の
日
程
に
高
齢
者
向
け
の

交
通
安
全
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
大
代
地

区
、
第
一
、
第
二
百
寿
会
の
方
は
も
と
よ
り
、
多

く
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

記 

１ 

開
催
日
時 

９
月
27
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 



 

 

3 

 

                          

２ 

場 
 

所 

大
代
地
区
公
民
館 

会
議
室 

３ 

研
修
内
容
及
び
講
師 

・
高
齢
者
向
け
交
通
安
全
に
つ
い
て 

 

塩
釜
警
察
署
交
通
課
長 

高
橋 

邦
弥 

様 

・
高
齢
者
向
け
交
通
防
犯
に
つ
い
て 

 

大
代
駐
在
所
長 
武
田 

一
貴 

様 

 

平
成
２８
年
度 
筋
運
ア
ッ
プ
教
室 

多
賀
城
市
介
護
福
祉
課 

介
護
予
防
係 

申
込
み
不
要
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
近

所
の
方
々
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
こ
の
機
会
に

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
！ 

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
リ

ズ
ム
体
操
な
ど
、
無
理
な
く
体
操
を
始
め
た
い
方

に
お
勧
め
で
す
。 

日
時
／
左
記
表
の
と
お
り
、
月
２
回
ず
つ
開
催
し

ま
す
。
１３
時
３０
分
か
ら
１４
時
３０
分
ま
で 

           

場
所
／
大
代
地
区
公
民
館 

体
育
室 

対
象
者
／
４０
歳
以
上
の
体
を
動
か
し
た
い
方 

定
員
／
４０
名
程
度 

持
ち
物
／
ス
ト
レ
ッ
チ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で

も
可
）、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。 

    

 
 

   

 

ふ
れ
あ
い
川
柳
・
俳
句 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

○
川
柳 都

会
の
子 

虻
蚊
に
さ
さ
れ
て 

 

と
ん
ぼ
と
る 

○
俳
句 復

興
の 

大
代
街
や 

夏
祭 

は
つ
ら
つ
健
康
教
室
参
加
者
募
集 

１ 

目 
 

的 

健
康
寿
命
の
延
伸 

２ 

期
間
・
会
場
（
各
会
場
６
回
実
施
） 

 

大
代
東
集
会
場 

９
月
28
日
～
11
月
30
日 

大
代
南
集
会
場 

９
月
28
日
～
11
月
30
日 

 

笠

神

会

館 

９
月
16
日
～
12
月
２
日 

３ 

内 
 

容 

貯
筋
体
操 

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
他 

４ 

参 

加 

費 
 

１
，
５
０
０
円
（
６
回
分
） 

５ 

対 
 

象 

60
歳
以
上
男
女 

６ 

申 
 

込 

９
月
10
日
ま
で
公
民
館
へ 

※
詳
細
は
別
添
え
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

協
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
地
域
と
密
接

に
連
携
し
、
大
代
地
区
公
民
館
指
定
管
理
事
業
は

も
と
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
対
し
て

も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
運
営
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
先
月
号
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
募
集
を
行
い
、
今
後
の
協

議
会
活
動
に
活
用
し
て
協
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

著
作
権
な
ど
制
約
の
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ふ
れ
あ
い
と
同
時
に
募
集
用
紙
を
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。 

 

＜開催日＞すべて火曜日

９月 ６日 ２７日
１０月 ４日 １８日
１１月 １日 ２２日
１２月 ６日 ２０日
１月 １７日 ３１日
２月 ７日 ２１日
３月 １４日 ２８日

の日は体力測定
　があります。
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旧砂押川A・B・C・E・F工区の施工が近隣住民様の御協力の元、平成
28年6月30日にて無事工事を完成することが出来ました。平成26年5
月より2年間多大なご迷惑、ご不便をお掛けしました。ありがとうござい
ました。

　
砂
押
川
外
河
川

　
災
害
復
旧
工
事

　
八
月
の
報
告

　
　
　
工
事
協
議
会

　　
大
代
地
区
の
皆
様

に
は
、

日
頃
よ
り
復

旧
工
事
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
被
災
し
ま

し
た
砂
押
川
・
旧
砂

押
川
・
砂
押
貞
山
運

河
の
災
害
復
旧
工
事

を
、

下
記
の
通
り
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
新
護
岸
堤
防
と
し

て
の
盛
土
及
び
コ
ン

ク
リ
ー

ト
被
覆
工
を

主
に
施
工
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、

皆
様

か
ら
の
工
事
へ
の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
願
っ

て
お

り
ま
す
。

　
工
事
に
関
す
る
ご

意
見
や
お
気
付
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

お
手
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、

ご
一

報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

(
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写真③は旧砂押川左岸側（貞園橋上流側）の被覆コンクリートの施工
状況です。徐々に仕上がっております。　写真④は砂押川右岸側で
の河川堤防盛土工で、転圧作業を行っております。
※インターネット利用で工事の状況が見れます。
ページURL http://www.gembaroid.netで ID:hc0802,パスワード：
998633を入力ください。（AM 9:00 ～PM 5:00）

砂押川、貞山運河、旧砂押川の各所で被覆工を継続で進めていま
す。多賀城市道では、中洲（県下水処理棟）への通行を新仙流橋に
切り替え、今まで通行していた仮桟橋の解体を開始しました。JX構内
の護岸工事においては、完了しました。

写真②

旧砂押川

砂押川

旧砂押川

砂押貞山運河

被覆工

工事場所

進捗率
7/31現在

完成

写真①

9.3合目

被覆工

完了

写真①

完了

壁構築

写真③
写真④

法面被覆

堤体盛土

A工区 B工区

C工区 E工区

F工区

B工区

A工区

C工区

E工区

F工区

写真②

完了

写真③

写真④


